第3章　諸手当関係（特殊勤務手当）


○乗船業務手当(漁労の作業に従事した場合の手当)にかかる乗組員ごとの代数の取扱いについて
(平成14年3月28日　14教総第267号　教育長)

　職員の特殊勤務手当に関する条例(平成13年福島県条例第80号)第19条第3項に定める乗船業務手当(漁労の作業に従事した場合の手当)について、特殊勤務手当の支給に関する運用基準(平成14年3月26日付14教総第250号教育長通知)第1の6の(2)のイの規定に基づき下記のとおりその取扱いを定めたので、平成14年4月1日以降はこれにより取り扱ってください。

記

１　乗組員ごとの代数について

別紙1のとおり。

２　代数の決定方法等

(1)　乗組員の代数は、一航海ごとに決定するものとする。

(2)　「配分基礎額」の100分の19.8に相当する額のうち、配分基礎額の100分の18に相当する額は、漁労の作業に従事した者全員に対する支給分とし、配分基礎額の100分の1.8に相当する額は、船長、機関長及び通信長に対する加給分とする。

(3)　船長は、航海終了後速やかに、乗組員の職務の内容、能力、経験及び勤務成績を考慮のうえ、別紙2の「代数内申（決定）書」により、乗組員ごとの代数を所属長に内申するものとする。
(4)　内申を受けた所属長は、乗組員の職務の内容、能力、経験及び勤務成績を考慮のうえ、乗組員ごとの代数及び手当額を決定し、職員の特殊勤務手当の支給に関する規則（平成13年人事委員会規則第18号）第34条第2項に規定する期限内に当該手当を支給するものとする。

別紙1

漁労の作業に従事した者全員に対する支給分（配分基礎額×18／100）

	職　名
	乗組員ごとの代数の範囲
	職務の内容

	船長
	2.0
	船舶職員法第18条の規定によりおかれる職

	機関長
	1.8
	〃

	通信長
	1.6
	〃


	一等航海士
	1.45～1.3
	〃

	一等機関士
	1.45～1.3
	〃

	二等航海士
	1.3～1.2
	〃

	二等機関士
	1.3～1.2
	〃

	甲板長
	1.45～1.25
	上司の命を受け、漁ろうの業務を処理する。

	操機長
	1.45～1.25
	上司の命を受け、機関操作の業務を処理する。

	司厨長
	1.25～1.1
	上司の命を受け、調理業務を処理する。

	主任甲板員
	1.25～0.8
	上司の命を受け、担任の漁ろうの業務を処理する。

	主任操機員
	1.0～0.8
	上司の命を受け、担任の機関操作の業務を処理する。


	主任司厨員
	1.0～0.8
	上司の命を受け、担任の調理業務を処理する。

	甲板員
	1.25～0.8
	上司の命を受け、漁ろうの労務に従事する。

	操機員
	1.0～0.8
	上司の命を受け、機関操作の補助的労務に従事する。

	司厨員
	1.0～0.8
	上司の命を受け、調理の労務に従事する。


※　冷凍長、冷凍助手、倉庫手を兼ねない主任甲板員又は甲板員についての代数の上限は「1.0」とする。
船長、機関長及び通信長に対する加給分（配分基礎額×1.8／100）

	職名
	乗組員ごとの
代数の範囲
	職務の内容

	船長
	2.0
	船舶職員法第18条の規定によりおかれる職

	機関長
	1.5
	〃

	通信長
	1.0
	〃


別紙２
代数内申（決定）書
年　 　月　 　日

小名浜海星高等学校長様

福島丸船長　　　　　　　　　 eq \o\ac(○,印)
　　　　　　　　年度第　　次航海における乗船業務手当（漁労の作業に従事した場合の手当）支給に係る乗組員ごとの代数について次のとおり内申します。

	職　　名
	氏　　　　名
	内申代数
	※決定代数
	摘　　　　要

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	

	
	
	
	
	


※ 欄については、所属長が代数決定時に記入すること。

上記のとおり決定する。

　　　　　　　年 　　月　　 日

小名浜海星高等学校長　　印

3-07-29
3-07-28

